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割合

はい いいえ 合計

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

8 0 8

2 職員の配置数は適切であるか 7 1 8

3
事業所の設備等について、バリアフリー
化の配慮が適切になされているか

7 1 8

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が
参画しているか

8 0 8

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把
握し、業務改善につなげているか

8 0 8

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

8 0 8

7
第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか

3 5 8

8
職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

8 0 8

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放
課後等デイサービス計画を作成しているか

8 0 8

10
子どもの適応行動の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

7 1 8

11
活動プログラムの立案をチームで行って
いるか

8 0 8

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫
しているか

8 0 8

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題を
きめ細やかに設定して支援しているか

8 0 8

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

8 0 8

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

8 0 8

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

8 0 8

17
日々の支援に関して正しく記録をとるこ
とを徹底し、支援の検証・改善につなげ
ているか

8 0 8

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等
デイサービス計画の見直しの必要性を判
断しているか

8 0 8

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組
み合わせて支援を行っているか

7 0 7

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画しているか

8 0 8
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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に
行っているか

8 0 8

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる
場合は、子どもの主治医等と連絡体制を
整えているか

2 5 7

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定
こども園、児童発達支援事業所等との間で情
報共有と相互理解に努めているか

8 0 8

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情報を提供する
等しているか

8 0 8

25
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けているか

8 0 8

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある
か

2 6 8

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参
加しているか

7 0 7

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

8 0 8

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニン
グ等の支援を行っているか

8 0 8

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っているか

8 0 8

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っているか

8 0 8

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援しているか

7 1 8

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、
苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している
か

8 0 8

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

8 0 8

35 個人情報に十分注意しているか 8 0 8

36
障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

8 0 8

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

4 4 8

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、職
員や保護者に周知しているか

8 0 8

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか

8 0 8

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

8 0 8

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載しているか

8 0 8

42
食物アレルギーのある子どもについて、
医師の指示書に基づく対応がされている
か

8 0 8

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で共有しているか

8 0 8
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公表：2023年9月

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

支援室の他に学習室やパー
テーションの空間があり、遊
び内容や個々の様子に合わせ
て使い分けている。

2 職員の配置数は適切であるか
利用人数に合わせて職員を配
置するよう心がけている。

3
事業所の設備等について、バリアフリー
化の配慮が適切になされているか

フラットな作りになってお
り、学習室には防音材を敷き
詰め静かな空間を作る等して
いる。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が
参画しているか

支援会議や毎日の朝礼を行
い、支援の反省や活動内容等
を話し合っている。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把
握し、業務改善につなげているか

定期的に保護者にアンケート
を実施し業務改善に努めてい
る。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

定期的に実施し、ホームペー
ジにて集計公開。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか

コロナ禍で出来ていない状態
が続いているが、いつでも評
価を行ってもらえる状態にし
ている。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

虐待防止研修をはじめ様々な
研修に参加したり、独自の研
修も行い質を上げることを大
切にしている。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放
課後等デイサービス計画を作成しているか

アセスメントからニーズを拾
い支援・計画を作成してい
る。こちらから話してしまう
のでなく、保護者の方のお話
しをお聞きすることを大切に

10
子どもの適応行動の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

指定のアセスメントツールを
使用している。

11
活動プログラムの立案をチームで行って
いるか

全職員が案を持ち寄って話し
合いながら立案することで、
より良い活動プログラムを計
画。

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫
しているか

活動目的を「運動・感覚・制
作・自然・集団・地域交流」
に分類し、ランダムに組み込
むようにしている。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題を
きめ細やかに設定して支援しているか

利用者記録を記入し、それを
基にその子を理解しながら課
題をきめ細やかに設定してい
る。又それぞれの利用形態に
合わせたプログラムを計画し

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

子どもの発育に合わせ、全職
員で話し合って計画してい
る。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

毎日朝礼を行い、支援の内容
や活動・ヒヤリハット等を全
職員が確認できるようにして
いる。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

その日の出来事や気になった
ことは、すぐに共有・相談す
るよう心がけている。

17
日々の支援に関して正しく記録をとるこ
とを徹底し、支援の検証・改善につなげ
ているか

自分で記録するだけでなく、
周りの職員と情報共有し合っ
て記録している。

チェック項目

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

ブランコ等大きな遊具を使用している際、ス
ペースの確保が難しく感じる。外の広場も生か
して静の遊び動の遊びが十分にできるスペース
を確保できるよう工夫していく。

個別サポート加算の利用者さんが多く、１人１
人に手厚い支援をしたいのにできないと感じる
ことがある。職員で声を掛け合い、全員に手厚
い支援ができるように心がけている。

学習室入口のみ小さな段差があるが、現在は
困っていない。今後必要となればスロープをつ
けるよう工夫する。

学休日は放課後利用の日より会議・申し送りの
時間がとれないため、メールでの情報共有も活
用して全体に周知している。

保護者の方にもホームページを見て頂けるよう
伝えていく。

保護者アンケート同様、保護者の方にもホーム
ページを見ていただけるよう伝えていく。

今後評価を受け、改善に繋げたい。

地域主催の研修も情報を流すようにしているた
め、積極的に参加することで個々の質を高めて
いく。

工夫している点

適
切
な
支
援
の
提
供

職員に周知する必要がある内容は場合は必ず伝
え、全員が共通理解できるようにしていく。

アセスメントツールを利用するだけでなく、
個々に合わせながら適切に図れるよう丁寧に
行っていく。

内容によって継続していくものと変化していく
ものを工夫して立案していく。また、子どもた
ちの姿を丁寧につかみとりながら目的を定めて
計画する。

利用者さんの成長により興味のある活動も日々
変わっている。楽しみに参加できるような内容
を計画していきたい。

支援計画を基に支援にあたるだけでなく、日頃
から利用者さんの行動の要因を把握し、一人ひ
とりに合わせた支援を全職員が行えるように努
めていきたい。

集団の場ではあるが、集団への不安感や過ごし
方は１人１人違う。個々の子にとって安心して
過ごせる居場所となるよう環境を工夫してい
く。

打ち合わせの時間を有効に使い、全職員で意見
を出し合うことで、支援の質を高めていきた
い。

翌日の朝礼にてより丁寧に行っているため、当
日中に共有すべきことと翌日に振り返ることを
よく判断していきたい。

全職員の視点を合わせながら、子どもたちの裏
の思いまで記録することを今後も努めていきた
い。
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チェック項目
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
工夫している点

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等
デイサービス計画の見直しの必要性を判
断しているか

モニタリングで利用者の状況
等共有している。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組
み合わせて支援を行っているか

必ず目を通す機会を設け、再
確認できるようにしている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画しているか

管理者兼児童発達支援管理責
任者が参加している。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か

送迎時に利用日の確認をする
だけでなく、変更や気になっ
たことがあった際にはFAX・電
話を使って連絡を入れている

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる
場合は、子どもの主治医等と連絡体制を
整えているか

現時点で医療的ケア児の利用
はない。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定
こども園、児童発達支援事業所等との間で情
報共有と相互理解に努めているか

新しく利用される時には、そ
の子が利用している児童発達
支援事業所に出向き様子を見
たり、先生方と話をしてい

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情報を提供する
等しているか

ケース会議を行ったり、情報
を提供するなどして、スムー
ズに移行できるように配慮し
た。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や
研修を受けているか

地区で開かれる研修に積極的
に参加している。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある
か

公共施設を利用し地域の方が
いる場に出て行っている。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参
加しているか

児童部会等毎回参加してい
る。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

連絡帳や送迎時だけではな
く、子どもの様子・変化等電
話やメールも使って共有する
ようにしている

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニング
等の支援を行っているか

研修としては行っていない
が、個々に相談を受けながら
子育てに関する助言を行って
いる。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っているか

契約時等細かい所まで丁寧に
伝えている。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っているか

その都度電話やメール等です
ぐに対応できるようにし必要
であれば、直接お話し出来る
ように機会を作っている。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援しているか

丘caféを行い保護者の方が顔
を合わせる時間を作っている

33
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情
があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

トラブルが起きた時にはその
状況や解決方法など、すぐに
お伝えするようにしている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

本社より各保護者に向けて送
られている。また虹の丘独自
の「丘新聞」も発行してい
る。

35 個人情報に十分注意しているか
保管庫に入れ、十分に注意し
ている。

36
障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

絵や文字・言葉など個々に合
わせてより伝わりやすい伝達
方法に配慮している。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

ボランティアさんを招いての
活動をしたり地域の活動に参
加したりすることで、地域と
の繋がりを大切にしている。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

丘カフェや外部講師を招いての座談会の場も活
用し、より多くの保護者様のご意見・ご相談を
聞き取りたい。

契約時に関わらず、ご不明なことがあればその
都度説明する。

利用されているお子様だけでなく、兄弟など家
族全体の悩みもお聞きし、保護者の方の思いに
寄り添えるようにしている。

新型コロナウイルス感染症が５類となったこと
で参加者が増えている。参加されたことがない
保護者の方にもお声がけしたり開催日時を工夫
したりすることで、より参加しやすいようにし
たい。

全職員が理解して支援に望めるよう、今後も再
確認する機会を設けていく。

今後も就学前の様子を丁寧に聞き取って支援に
あたれるよう、連携を大切にしていきたい。

先の進路に不安や心配を抱えていらっしゃる声
をよく聞くため、就労支援施設や相談支援セン
ター等、他機関と繋がる見学会や座談会を開催
している。今後も輪を広げたい。

参加できなかった職員にも学んだ内容が行きわ
たるよう、研修報告の作成をしていく。

必要な情報を全職員に伝達するよう心掛けてい
る。

今後も支援会議を重点に置き、個に応じた成長
を見極め、計画作成を丁寧に行いたい。

不要になった個人情報はすぐに処理する。
今後も個人情報には十分に気を付けていく。

子どもたちの思いに寄り添うことを大切にする
ことで、表情や発する言葉から気持ちをくみ取
ろうと努力することを全職員が大切にしてい
る。

現在新型コロナウイルス感染症の影響により、
地域との交流が薄くなっていたため、今後機会
を設けていきたい。

児童館や学童との交流は知らない人と出会うこ
とが苦しい子も多く行えていない。今後も、子
どもたちに無理のない範囲で公共施設や公共交
通機関を利用するような活動を入れていく。

必要な情報を職員に伝え、地域の施設としての
心構えができるように努めている。

お話しした内容を共有し合い、支援の振り返
り・改善に繋げることで、子どもたち・保護者
の皆様に安心して利用していただける居場所で
ありたい。

職員で話し合い原因を追求し解決策を考えると
共に、同じトラブルがないよう努め、安心して
通っていただけるようにしたい。

行事の日程やお知らせ事項に限らず、活動の様
子も載せることで、虹の丘での子どもたちの様
子を感じていただける内容にしたい。

より良い支援ができるよう情報共有を細目に行
い、学校との連携を大切にしていきたい。

今後、医療的ケアが必要な子どもを受け入れる
ことがある場合に備えて、準備を整えておく。



チェック項目
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
工夫している点

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、職
員や保護者に周知しているか

マニュアルは施設内の壁に貼
る等誰が見ても情報を得やす
いようにしている

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか

土砂災害、火災、地震を想定
した訓練を毎年行っている。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

虐待防止研修は、全職員必須
で研修を受けている。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス
計画に記載しているか

契約時に説明している。

42
食物アレルギーのある子どもについて、
医師の指示書に基づく対応がされている
か

保護者から必要な対応につい
て細かに教えて頂き全職員で
共有する。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で共有しているか

毎日記入し、改善策を考えて
いる。事例によっては出勤者
以外にも伝わるようにしてい
る。

非
常
時
等
の
対
応

ヒヤリハットを全体的に振り返ることで、危険
性が高い時間帯や場面を掴み、今後の支援に繋
げる。

研修レポートを書いて振り返るだけでなく、他
の職員と話し合ったり伝達したりする機会を作
ることで、全員で虐待防止の意識を深めたい。

契約時に限らず、必要が出てきたときは、説明
責任を果たし支援計画に記載する。

異動職員や新入職員含めどの職員も同じ対応が
できるよう徹底する。保護者との面談も行い、
より安心して利用して頂けるよう努めていきた
い。

年に一度マニュアルを見直すことで、常に新し
い対応ができるよう努めていく。

地域の消防署にお願いし火災時の訓練を受けて
いる。今後も続けていきたい。


